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▶事業概要

●食事券販売・利用期間と事業期間（延長期間）

年

月 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

②12/1～15

③1/6～20

2022

兵庫県からの要請により、販売・引換の停止

　（食事券の利用は可）

食事券の

販売期間

食事券の

利用期間

事業期間

2020

　①10/29～11/23

2021

当初期間

2020/10/29～2021/3/31

2020年8月28日契約締結～2022年8月15日終了

～12/15まで延長

① ③②

～6/30まで延長 ～3/21まで延長 ～5/15まで延長

●食事券販売・利用期間と事業期間（延長期間）

販売シェア

●事業実績概要

事 業 名 称

食 事 券 名 称

1冊あたりの単価

総 発 行 額 10,000,000,000 円  ・販売期間①：2020年10月29日～11月23日

（購入引換券発行数）

※利用者購入希望冊数
800,000 冊

利用者購入額 6,995,187,500 円  ・販売期間②：＜再開＞2021年12月01日～12月15日

（利用者実購入冊数） 559,615 冊  ・販売期間③：＜最終＞2022年01月06日～01月20日

販 売 率 69.95 ％

換金精算実績 6,936,926,500 円 　・利用者購入希望冊数（平均）：2.88冊

換 金 率 69.36 ％ 　・利用者実購入冊数　 （平均）：2.01冊

余 剰 金 46,608,800 円

食事券販売所数 76 所

加盟店舗数 8,733店舗（2022年5月15日最終時、2021年12月20日最盛期時は8,912店舗）

Go To Eat ひょうごキャンペーン

Go To Eat ひょうごキャンペーン　プレミアム付食事券

1冊12,500円分を10,000円で販売（プレミアム部分：2,500円）　※1冊500円券✕25枚綴

【2020年11月24日～2021年11月30日まで販売・引換の停止期間】

 ★購入希望者総数：277,789名（1代表者で5名10冊まで購入可）

            ＜参照：兵庫県の有権者（令和3年9月時）4,582,502人☛参加率6.06%＞

郵便局（7.5％）、イオン（66.6％）、日本旅行（24.9％）、道の駅他（1％）
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▶事業概要

全期間（2020年10月～2022年5月）消費者コールセンターの受電数
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2020年11月24日～2021年11月30日まで販売（引換）の停止

単位：件

　＜食事券の利用期間＞ ※背景色

販売・引換
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事務局・精算センターを㈱日本旅行神戸支店内に置き、関係協力機関・会社の協力を得ながら運営
を行いました。また「新型コロナウイルス感染症に係る兵庫県対処方針」に基づき兵庫県から自粛要請が
あった際は、食事券の販売・引換の停止、及び食事券利用の自粛を利用者に呼びかけました。

基本
方針

農林水産省

食事券
引換所

【県内主要郵便局】
【日本旅行主要店舗】
【主要商業施設など】

加 盟 店

利用者向け
コールセンター
（ＮＢＳ）

事務局・精算センター

契約手続業務

・引換所覚書
・加盟店登録
・協力機関覚書

集計・報告
業務

・食事券販売管理
・利用額報告
・月次報告

広報業務

・HP管理
・ﾎﾟｽﾀｰﾁﾗｼ配布

対応業務

・引換所連携
・加盟店

募集・登録

コールセンター
業務

・加盟店対応

換金・精算
業務

・売上管理
・加盟店送金

説明会実施
業務

・説明会開催
・マニュアル作成・配布

食事券管理業務

・食事券在庫管理
・食事券補充・回収

プレミアム分精算

兵庫県商工会議所連合会

兵庫県商工会連合会

西日本営業本部
及び本社（東京）

事務局
総合支援

日本旅行ビジネス
ソリューションズ(株)

NBS

大日本印刷(株)

事務局運営
技術支援

Go To Eat 食事券印刷
パンフレット・ポスター・ステッカー等印刷
精算伝票等帳票類印刷
利用済券読取り（OCR機）

利 用 者

情報

利用

引換

問合せ 連携

連携

募集

契約

連携

調整

日本旅行神戸支店
連携

連絡

相談

報告

連携 情報共有

食事券引換え場所：76ヶ所

●県内主要郵便局:16箇所
●県内日本旅行店舗
（グループ店舗含む9店舗）
●イオン34店舗
●マックスバリュ2店舗
●淡路市商工会・道の駅など15箇所
＊一部店舗は土日祝可能

▶事業概要

●実施体制

・大和物流
（換金キット類の配送）

・日本郵便
（食事券の管理・発送）

・グリーデン
（管理システム構築）
（ホームページ開設）

兵庫県

※農林水産省に提出した企画提案書より抜粋
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加盟店募集２

▶加盟店募集
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▶加盟店募集

●加盟店募集にあたり
兵庫県商工連会報に募集案内（P.10参照）を掲載いただき、日本旅行店舗には募集チラ

シを配置しました。

また、各商工会議所へ募集案内・ポスター類を配布し、加盟店へ参加の呼びかけを依頼しました。

加えてキャンペーン専用ホームページでは24時間登録を受け付け、パソコン・ネット環境未整備

の飲食店には事務局で代理登録を行いました。

• パソコン環境（インタ－ネット）にない飲食店が散見され、FAXやメールでの受付は非常に好

評でした。（821件）

• 各商工会議所にはインタ－ネットを利用できない飲食店の申請書類を代理でFAX送信してい

ただくなど、多大なるご協力を頂きました。

• インタ－ネット・FAXどちらも無い飲食店には郵送での提出を可とし、柔軟な対応を行いました。

• 20店舗以上の一括申請はExcelでデ－タを受け取り、事務局で代理登録を行いました。

• マニュアルが届く前に加盟店が対処できるよう、承認済加盟店の管理ページにマニュアルを動画

でアップし、利用者対応で間違いがないよう工夫しました。

• 加盟店管理ページから店舗情報の変更をタイムリーに行えるようにし、季節の料理写真やお勧

めポイント等を紹介いただく事で誘客のサポートが出来ました。

• マニュアル・ポスタ－・ステッカ－類を管理ページにデータで格納し、店頭での告知にお役立て頂

きました。

（気付き：効果的であった取組・内容）

（気付き：今後改善すべき点・内容）

• 募集当初はインタ－ネットにアクセスが集中、申請に時間を要し、重複登録が一部発生しました。

• 承認メ－ルがすぐに流れず、申請ができていないと思われた飲食店が何度も申請される事象が

稀に発生しました。

• 申請時、申請書及び営業許可証を提出頂きましたが、金融情報を誤って記入される飲食店が

散見され、当初から通帳コピ－類を提出して頂くべきでした。（追加募集時は改善しました）

• 飲食店営業許可証をお持ちの飲食店でも対象外となるコンビニエンスストア等からの申請があ

り、加盟条件をもっと具体的に示すべきでした。

• FAXや郵送で申請された加盟店は、申請以降事務局の管理ページをほぼ活用されませんでした。

• 事業スタート以降に申請された加盟店は、マニュアルなどのキット類が到着する迄に時間がかかり、

事務局管理ページを活用された加盟店はマニュアル類を動画で確認して頂けましたが、FAXや

郵送で申請された加盟店は口頭での説明や、メ－ル等で対応せざるを得ず時間を要しました。

• インタ－ネットで登録時、バージョンが低いと上手く接続できない事があり、事前にバ－ジョン〇

〇以上からしか申請できませんなど、より詳しく告知しておくべきでした。

• FAXや郵送で提出の場合、書類が読みづらく、再度電話で確認したり等の手間を要しました。
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▶加盟店募集（紙媒体）

●加盟店募集のちらし（プレ：2020年9月15日時）
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▶加盟店募集（紙媒体）

●加盟店募集のちらし
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●加盟店募集のちらし（申請書）

▶加盟店募集（紙媒体）
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▶加盟店募集（システムでの申請方）

加盟店が直接システムで登録を行っていただけるよう、事務局管理システム
に店舗アカウント管理機能を設けました。また登録後も季節ごとのお店情報
を更新していただくなど、利用者の来店増に向けた機能を付加しました。

078-000-0000

gtehyogo@nta.co.jp
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▶加盟店の登録推移・消費者のご利用傾向

●2021年12月販売（利用）再開時に8,912件にまで登録が増えましたが、利用期間が2022年3月21日から5月15日まで再度延
長になった段階で、1年4ヶ月の効果を見極められた加盟店が辞退されました（約170件）。

●2020年10月から販売（引換）停止までが18万3,000冊、2021年12月再開以降37万7,000冊弱の販売比率に振込額も推移
しましたが、1年余の自粛期間中も一定の利用を維持した事で、コロナウイルス感染症の感染拡大で窮する飲食店を支えました。
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食事券の振込日単位でのご利用推移（円）

2020年11月25日～2021年11月30日まで利用の自粛

換金を行った加盟店計（集合型商業施設を含む）：8,446店
換金精算実績6,936,926,500円÷8,446店＝平均821,327円
（平均以上2098店：シェア 全体の25％）

●著名で特色ある飲食店や百貨店等は利用者から大きな支持を得ましたが、利用平均（累計）821,327円を下回る飲食店が全体の
75％を占めた事より、全ての加盟店をこのキャンペーンで支えられたのかは分かりません。

（単位：店数）

（単位：円）

2020年10月29日～11月23日で
182,851冊の販売

2021年12月1日から376,764冊の販売
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食事券3

▶食事券
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▶食事券の概要

県下で多くのプレミアム商品券・食事券事業がスタートした時期であり、偽造盗難等による事故
防止を徹底するため、大日本印刷に以下を反映した食事券を発注しました。
デザインについては地域差が出ず、且つ海から山まで兵庫県全域のイメージをまんべんなく網羅

したものを兵庫県と協議し、3案ほどに絞り最終的に事務局で選定しました。

●食事券の印刷（大日本印刷に発注）

＜偽造防止策＞
・彩紋印刷
円や波状線を組み合わせた幾何学模様で、コピー再現不可能な細線で構成しました。

・マイクロ文字印刷
微細な文字を印刷することによりコピーでの再現が困難、券面デザインの中に取り入れることで
偽造防止効果を向上させました。

・蛍光発色インク印刷

全ての食事券を連続した券番管理（000000１～0800000）とチェックデジット方式
（9DSR）を採用し、OCR機で読取り利用済番号を消し込んでいくことで、精巧な偽造食
事券も特定させ、同時に未利用食事券の券番を正確に把握することが出来ました。

特殊な蛍光発色インクを使用することで食事券をカラーコピー機等で複写した場合、蛍光発
色部分が黒くコピーされ、真偽判定を容易にしました。

・券番管理
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●食事券の仕様
<表面>

用紙：上質紙
表紙・裏表紙127.9ｇ/㎡、本文104.7ｇ/㎡

デザイン：マスコットキャラクター「はばたん」を用いた食事券とします。
偽造防止：マイクロ文字、彩文印刷、蛍光発色インクなど検討
見本券：加盟店に1枚。

紙質、サイズ、色数、原稿、偽造対策は食事券本体同様。

内容・仕様等
サイズ：縦76mm×横160mm
色数：表紙4/0色、本文6/1色、裏表紙0/0色
仕様：表紙・裏表紙1枚、本文 500円券25枚/ミシン線2本

針金留1か所、クロス巻（黒）/
表紙・本文にナンバー印字
※糊綴じになる場合があります。

①本券番号
●OCR-Bフォント
・自治体コード3桁＋負担金区分1桁＋券種コード2桁
＋スペース1桁 ＋連番8桁＋スペース1桁+C/D1桁
・位置固定
・周囲クリアエリア（白地）は10ｍｍ

②半券番号
●OCR-Bフォント ・連番8桁

③切り取りミシン線加工
④使用期限
⑤食事券使用にあたっての注意事項
⑥加盟店、使用済押印欄（社名横判など）
⑦加盟店への注意事項

<裏面>

▶食事券の仕様

見 本

⑦

①

②

③

④

⑤

⑥
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●食事券の保管・配送（日本郵便大阪北物流ソリューションセンターに発注）

1箱200冊で厳封

▶食事券の管理

大日本印刷にて食事券を印刷後、食事券は大阪北郵便局（郵便部・ロジスティクス係）内

に専用の保管庫を借り上げ、厳重に管理しました。

実施時期が急遽早まったため、初回は大日本印刷より各販売所に直送しました。コロナウイル

ス感染症の感染拡大防止のため、販売の一時停止により、以降は大阪北郵便局より各販売

所へセキュリティ便で発送、食事券№等全て台帳で管理しました。事業が長期化したため、一

時的な販売所からの返却等についてもセキュリティ便を利用しました。

急ぎで食事券を販売所に発送する必要が生じたときは、事務局よりスタッフが複数名で出

向き、持ち出し管理簿で互いに管理番号（箱№）と食事券冊数を目視で確認しました。

食事券は、販売所及び発送中の盗難事故のリスクを最小限に抑えるため、複数名体制で食事

券の保管・配送・返却を行いました。

• 加盟店用に整備した事務局運営システムを活用し、各販売所の発送・在庫・発売数を管

理、更にExcelフォームにより大阪北郵便局と発送管理台帳を共有し、正確な冊数の確認や

相違時の原因究明をスムーズに行うことが出来ました。

（気付き：効果的であった取組・内容）

（気付き：今後改善すべき点・内容）

• 当初計画より相当の期間延長となり、大日本印刷・大阪北郵便局ともに保管スペース確保の

問題が発生しました。（別の仕事が受けられないとの申し出）追加費用の支払いで解決しま

したが、紙ベースの事業は食事券を保管・管理するスペースがどうしても必要となるため、今後

同様の事案を取り扱う際はリスク発生を視野に保管契約を行っておくべきだと思料します。
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換金業務4

▶食事券の換金業務
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▶食事券の換金業務

●換金システム・スケジュールの策定（大日本印刷に発注） ※Ｐ25参照

あらかじめ加盟店には換金請求用の封筒と伝票（換金キット）を提供しました。

加盟店毎に登録番号・バーコードを印字した事により、正確な換金作業が出来ました。大日

本印刷食事券回収事務局（東京）とは定期的な確認作業（送付枚数の相違、異物混入

＝別の商品券など）をスケジュールに基づき行い、齟齬を解消しました。

これにより加盟店からの問合せ（送付枚数と振込額が違うなど）も迅速かつ正確な案内をす

ることが出来ました。

食事券の読取後は当事業用に用意した事務局管理システムで振込データを作成し、日本旅

行本社経理部よりスケジュールに基づき振込を計33回行いました。

• 食事券の換金請求時には、マチ付きの大封筒（チェーン店や大型店舗・ホテルレストランなど

換金枚数が多い場合はゆうパック用の伝票を随時送付）を基本とし、換金の枚数にあわせて

柔軟な送付方法をご案内しました。また着払いにより加盟店の負担を軽減させました。

• バーコードの印字により加盟店の換金状況がリアルタイムで確認できたため、問合せが多かった

食事券の到着日や枚数の照会がスムーズに行えました。

• 加盟店に登録いただいた金融情報の精度を高めるため、換金開始前にテスト送金を繰り返し

行ってから本番に臨んだため、送金エラーは殆ど発生しませんでした。

（気付き：効果的であった取組・内容）

（気付き：今後改善すべき点・内容）

• コロナウイルス感染症の感染拡大は物流にも影響し、毎回締切の翌日以降に食事券回収事

務局に到着するケースが散見され、その場合は次回の振込となるため、換金されるまでの日数

が長くなり、加盟店にご負担をお掛けする事がありました。（兵庫→東京間の料金受取人払

郵便で4営業日も要した時がありました）

• 緊急事態宣言中などで追加キット類を送付した際、加盟店が休業中であり、かつポストが無

い・またポストに入らない等の理由で一定数の返却があり、記録が残る送付方法で大量に返

却されたことから、費用低減の観点から考えると、普通郵便かメ－ル便でも良かったのではない

かと感じました。

• 換金キット類の未着について加盟店から連絡があった際、確認するのに多くの手間と時間を要

しました。殆どが店内で別の方が受領されていたのですが、再送付も発生しました。

• 換金請求が店舗からと本社が集約する加盟店が存在し、一部換金キット類を兵庫県外に住

所を置く本社へ送付して欲しい希望もありましたが、店舗発送で統一している事を説明し了承

頂きました。
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▶食事券の換金業務

一斉FAX・ﾒｰﾙ配信（2020.11.20）

GoToEatひょうご事務局より重要なご連絡No2 (必ずご一読ください）11/20

参加飲食店用キットの送付時の冠詞

GoToEatひょうごキャンペーンご参加の飲食店の皆様

◆同封しておりますキットは、以下の3点です。

　①精算用換金伝票（3片制)　　 …　　　2シート（最大6回分)

　②使用済食事券送付用封筒　　　…　　　6枚（最大6回分)

　　※使用済食事券の枚数が多く、送付用封筒に納まらない場合は、段ボールなどで送付いただくことになりますが、その際

　　　必要となります着払い用の伝票は同封しておりません。ご必要な場合は事務局にご請求下さい。

　③新しいポスターとステッカー …　恐れ入りますが、再開が決まりましたら、日付をご記入のうえ、掲示をお

　◎事務局で『承認』次第、ホームページの「ご利用店舗」に掲載します。その時点から食事券の取扱いを始めて下さい。

　「準備ができていない」・「換金キットが無いから取扱いできない」等の理由でお客様から食事券を収受せず、現金でのお

　支払いを求められる事がないよう、スタッフ様全員への周知徹底をお願いいたします。

　◎原則として途中での参加辞退は認めていません。諸事情等により食事券の取扱いを停止される場合は、必ず事前に事務局へ

　連絡をお願い致します。

　◎「食事券の半券または、本券を誤ってお客様に渡してしまった」という事例が数件発生しています。この場合、換金が遅れ

　ます。　＜最終回の換金において、他店での利用がないことを確認した後に該当分の精算を行います。＞

　　※くれぐれも食事券の＜本券＝大きい方＝提出用、半券＝小さい方＝飲食店様の控え＞の取扱いにはご注意ください。

　（3枚目の管理番号バーコードを含む)等が事前に印字されていない場合があり、記入の必要があるかどうかの問い合わせが

　あります。換金伝票を作成されるにあたり、下記項目への記入が必須になりますので、使用済食事券を送付される際は

　ご記入漏れがないかご確認のうえ、返信用封筒に封入してください。

　＊店舗コード　　 ※印字済の場合があります。店舗コードに間違いがないかご確認ください。

　＊取扱い店舗　　 ※同上

　＊食事券枚数　   ※送付する食事券（本券：大きい方)の枚数を記入してください。

　＊記入日 　　　　※投函される日を記入して下さい。

　　※以上の項目以外で記入、印字漏れがあっても換金に支障はありません。

　　※食事券の半券（小さい方)は、キャンペーン終了（振込が確認できる）まで大切に保管しておいて下さい。

◆食事券の換金（事務局へのご請求)について

令和３年７月

Go To Eatひょうごキャンペーン事務局

7月以降の事業延長に伴う換金キット類の送付と、換金暫定スケジュールについてご案内

「GoToEatひょうごキャンペーン」事業へのご賛同とご支援に厚く御礼申し上げます。

事業延長に伴い、必要となります換金キット類の送付と、換金スケジュールについてご案内いたします。

　　願いいたします。　※再開時期を事務局からご案内するまでは、ご使用（掲示）にならないようお願いします。

　★　★　★　【重要】飲食店の皆さまへお願い　★　★　★　

◆食事券の取扱いについて

　◎食事券裏面への店名押印は、「使用済であることの証明」です。お客様から収受された後、必ず押印して下さい。

　◎すでに他店の押印がある食事券は無効で換金はできません。絶対にお受け取りにならないで下さい。

　◎事業者（参加飲食店)マニュアル９ページの（３)に記載されています「換金用伝票」への記入方法について、一部管理番号

【換金用伝票にご記入いただく必須項目】

●換金キット類の作成・発送（大日本印刷・大和物流・NBSに発注）

大日本印刷に換金請求時に添付する伝票（加盟店名等の印字、複写式1セット3回分）・

封筒（1000枚の食事券が入る料金後納郵便の大封筒を準備）・利用者告知用のポスター

とステッカーを発注し、食事券の見本券とともに、換金作業時の注意事項をまとめた冊子（マ

ニュアル）一式を大和物流より加盟店に一斉発送しました。

尚、新型コロナの感染拡大による事業延長に伴い、換金キット類は計5回発送となりました。

（5回目はグループ会社で内製できると判断し、日本旅行ビジネスソリューションズに発注しました）

• 兵庫県より急遽1ヶ月開始を前倒しするよう要請があり、換金用伝票の印字が間に合わず未

完成（白紙・手書き）のものを発送せざるを得ませんでしたが、以降は印字済みの伝票を提

供したため、換金作業（エスカレーション）時の店名相違等の対応がスムーズに進みました。

• 換金用伝票が複写式で加盟店用の控えがあったため、換金作業（エスカレーション）時の枚

数相違発生時、何枚いつ発送したのかを正確に共有することが出来ました。

• 2021年11月末の追加キット送付時は、ヤマト運輸のネコポスを利用しポスト投函した事によ

り返却数が大幅に減少しました。また、ネコポスはダンボ－ル箱での送付だった事により、問い合

わせがあった際も説明しやすく、加盟店側の捜索も容易で、再送の件数が減少しました。

（気付き：効果的であった取組・内容）
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●食事券換金の流れ

図①：換金キットはマニュアル・販促物等と一緒に、計5回全加盟店に送付しました。

図②：加盟店は利用済食事券を提出される際に、裏面にスタンプ等を押す事で利用済である

ことを明確にして頂きました。また切片（加盟店控え）を保管の上、提出用を束ねて換

金伝票とともに大日本印刷(株)食事券回収事務局へ送付して頂きました。

図①②④⑤⑥：加盟店からの問い合わせは事務局で対応致しました。

加 盟 店

加盟店が送付

▶食事券の換金業務

（見本券 表面）

③ ④

⑤⑥

加 盟 店

【換金キット】 【加盟店マスタ】

事務局が発送じ

①

②

食事券

※農林水産省に提出した企画提案書より抜粋

利用済

ポスター
ステッカー

ポスター
ステッカー
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●利用済食事券の読取り業務について

大日本印刷(株)食事券回収事務局は「GoToEatひょうご」の利用済食事券の回収及び読取

り部署を設置し、万全のセキュリティー体制のもと、利用済食事券の受領・加盟店毎の枚数の読

取り、そして振込に必要なデータを作成し、事務局に納品しました。

▶食事券の換金業務

※農林水産省に提出した企画提案書より抜粋
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●利用済み食事券の読取におけるセキュリティ

◆半券が切り離された利用済食事券は、金券として利用できませんが、個人情報・金券管理に

準じたエリア（認識）で作業しました。

＜入退退室管理＞

入退室をカメラで記録

全ての部門はIDカードで制限

場内のカメラの記録

• エリア内のカメラは業務ごとに死角がないよう
設置場所を決定し、作業内容を確実に記
録。

携帯電話を含め、全ての私物は
個人ロッカーに保管

部門毎にカードゲートで管理

死角なしのカメラの配置

▶食事券の換金業務

【事業開始前の参考画像】

※農林水産省に提出した企画提案書より抜粋

• IDカードは他部門の従業員は入場できな
いよう制御。

• 作業エリア内への入場はIDカードで制限し、
さらに共連れ防止のために部門毎にカード
ゲートで管理。

• 各セキュリティゾーンに監視カメラを設置し、
入退場とエリア内の作業を管理。

• カメラの映像はサーバーに記録し契約終
了までデータ保管。

• 従業員（社員/ﾊﾟｰﾄﾀｲﾏｰ等全て）に対し、
作業エリア内への私物の持込を禁止し、個
人ロッカーに保管する規則を設定。
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▶食事券の換金業務

●加盟店へ送付した換金キット類

事業延長に伴い、計5回換金キット類を送付しました
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▶食事券の換金業務

●換金キット
加盟店登録後、加盟店には換金キット類を延

長の度に送付しました。

（事業延長に伴い、計5回送付）

加盟店には利用者から受取った食事券を換金ス

ケジュールに基づき、東京の「食事券回収事務

局」に専用封筒で送付していただき、計33回の

振込を行いました。

●換金日程・件数実績

5/27消印まで受付（以降は無効）としていましたが、 5/28以降の消印分も可能
な限り救済したい考えより、6/21支払に間に合った62件を救済しました。加えて事
業の終了に支障が無い範囲で6/24臨時支払いを追加設定し、7件を救済しました。

日程 1 日程 2 日程 3 日程 4 日程 5 日程 6 日程 7

締　日 11/26 12/10 12/22 1/12 1/26 2/9 2/24

支払日 12/22 1/12 1/21 2/2 2/18 3/5 3/18

件　数 2,819 3,494 1,115 2,190 3,704 2,106 1,410

日程 8 日程 9 日程 10 日程 11 日程 12 日程 13 日程 14

締　日 3/9 3/23 4/6 4/20 5/7 5/18 6/1

支払日 3/31 4/14 4/28 5/18 5/31 6/9 6/23

件　数 2,308 1,611 2,248 2,197 1,769 1,384 971

日程 15 日程 16 日程 17 日程 18 日程 19 日程 20 日程 21

締　日 6/15 7/5 8/5 9/7 10/5 11/15 12/8

支払日 7/7 7/28 8/27 9/29 10/27 12/8 12/27

件　数 1,825 1,661 3,118 2,476 1,483 2,532 1,543

日程 22 日程 23 日程 24 日程 25 日程 26 日程 27 日程 28

締　日 12/22 1/6 1/20 1/27 2/10 2/28 3/14

支払日 1/21 1/31 2/10 2/21 3/8 3/22 4/6

件　数 1,976 2,745 4,132 1,681 3,504 3,117 3,684

日程 29 日程 30 日程 31 日程 32（最終） 臨時（救済措置） 合計件数

締　日 4/5 4/19 5/10 5/27 6/23

支払日 4/26 5/17 6/3 6/21 6/24

件　数 4,113 2,620 2,869 7,537 7

※日程17～20は換金タームを月1回程度に抑制

81,949

2020年

2021年

2021年

2022年

2022年



ー26ー

▶食事券の換金業務で最終時の取扱い（救済措置）

加盟店には最終の換金受付を5月27日（金）の消印があるものまでとご案内しました。

それ以降は無効となる旨を

①追加キット発送（最終）時の封筒表面

②①に同封した「冠詞」

③5月GW前後で加盟店に一斉メール（2回）

④5月10日頃着で「ご案内ハガキ」の送付

にて注意喚起し、最終受付期限の周知徹底を図りました。

殆どの加盟店は期限を遵守されましたが、5月30日（月）以降も換金の申出があり、6月21日（火）

最終振込までに62件の加盟店からの換金請求を救済しました。

また以降も可能な限り救済したい考えより、委託事業の終了に支障が無い範囲で、6月24日（金）臨

時振込日を設定し、7店を追加救済しました。

それ以降も換金の申し出が10店程度ありましたが、締切を1ヶ月経過した事を丁寧に説明し、換金

をお断りしました。

①換金キット送付封筒（表面）

②冠詞に明記

③一斉メール

④ご案内はがき
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●集合型商業施設の支払い確認証拠書類の整備、及び特別承認について。

▶食事券の換金業務（関連報告）

換金を集約されている集合型商業施設　様

　テナント様の経理事務　ご担当者様

　謹啓　貴社に於かれましては益々ご清栄の事とお慶び申し上げます。

日頃よりG0 To Eatひょうごキャンペーンでは多大なるご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

新型コロナの感染拡大が収束せず、また事業の再開時期も未だ定まらない状況でご負担をお掛け致

しており恐縮ですが、引き続きご協力を宜しくお願いいたします。

　本事業は新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、飲食業等の産業が深刻な状況に追い

込まれており、給付金の給付により、感染拡大で失われた外食を利用する消費者の流れを取り戻し、

外食における消費を促すことで、飲食業に対する需要喚起を図ることを目的としています。

　その際、給付金は飲食店に全額を直接入金することを前提としておりますが、御店では換金を集約

して事務局へ請求されているため、利用実績のとおり食事券利用額を各テナント様に配分されている

かを確認するよう、全国の事務局に農林水産省から指示がありました。

つきましては、お忙しい中で恐縮ですが、以下のご提出にご協力をお願いいたします。 　敬白

＜ご提出頂きたいもの＞

　【１】御店（集合型商業施設）が換金を集約されている理由・・・※1

　【２】誓約書（フオーム①～③からご選択下さい）又は④の食事券換金依頼票　のどちらか・・※2

　【３】振込まれた飲食代金をテナント様に配分されたことを示す振替書等写しのサンプル・・・※3

※1： シート【１】にご記入下さい。参考例を記載しております。

※2： ④食事券換金依頼票を提出される場合は4/14又は3/31振込の内訳でご記入下さい。

※3： サンプルは2～3店分で結構です。

提出は任意ですが、その場合、テナント様に振替額の照会をさせて頂く場合があります。

※1・2： ご担当者名・捺印はテナント様の経理事務をされている方であれば役職は問いません。

また印鑑は私印でも構いません。

＜ご提出期限＞ 本年５月７日(金)までに【１】【２】は原本が必要なため、【３】の写しと

共に、着払い（記録が残る送付方）で事務局に送付をお願いします。

＜その他＞

　今回の協力のお願いについて、Go To EatひょうごキャンペーンHP「食事券について」のご案内

下段「Go To Eatキャンペーンご利用の皆様へ」の項目及び規約にてご確認下さい。

以　上

令和3年4月22日

Go To Eatひょうごキャンペーン事務局

担当：古峨（こが）・上田・和田

農林水産省からの指示に対するご協力依頼

商業施設数 飲食店数

10 73

2 35

7 37

1 16

22 178

4 88⑥ イオンモール㈱

該当する集合型商業施設

① JR西日本アーバン開発㈱

② ㈱大丸松坂屋百貨店

③ ㈱阪神阪急百貨店

④ ㈱山陽百貨店

⑤ イオンリテール㈱

集合型商業施設においては契約書第35条に基づき
「当該施設から各飲食店に支払われたことが確認でき
る証拠書類」を整備する事が必要なため、2021年4
月に該当する施設に必要な書類の提出を求めました。

調査結果を農林水産省並びに実績確認監査等事
業者に報告し、上記集合型商業施設が換金集約す
る事について特別に承認を得ました。また審査の結果、
上記①②④については振込日単位で加盟店毎の明
細を実績確認監査等事業者に提出しました。
（2022年6月24日：報告作業を全て終了）

●換金業務に於ける振込事故について

＜加盟店コードの誤入力による、該当しない加盟店への誤振込＞
2021年2月に加盟店が提出された食事券の読取り業務に於いて、委託業者が誤った店舗コードを入力

した事により、該当しない加盟店へ誤振込してしまった事が7月に判明。解決に時間を要しましたが、11月

から289,000円を7分割で振込していただく念書をとり2022年5月に返還終了。店舗コードの単純な入
力ミスが重大な事故となりました。

＜加盟店コードの重複及び誤使用による誤振込＞
集合型商業施設と加盟店それぞれが加盟申請を行った事で2つの店舗コードが存在することになり、加え

て双方の番号誤使用（換金請求）により振込額不一致が2021年8月集合型商業施設の支払い証拠
書類の確認時に判明。請願により事務局が仲介し、双方合意の下で精算して頂きました。

＜経営者交代による加盟店コードの重複及び誤使用による誤振込＞
事務局に加盟店から経営者交代の連絡がないまま新経営者が新たに加盟申請を行い、そして何故か店

舗にあった旧経営者申請の換金伝票（旧店舗コード）を使用したことにより、旧経営者の口座に振込さ
れてしまいました。これも事務局が仲介し、双方合意の下で精算して頂きました。

★臨時を含め計33回、約70億の振込を事業期間中行いましたが、事務局側の原因は上記「加盟店コード
の誤入力による、該当しない加盟店への誤振込」のみに止まり、総じて適切な換金業務が履行できました。
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▶換金請求時を始めとする不正防止対応

　日頃よりGo To Eatひょうご事業へのご協力に厚く御礼申し上げます。

長らくお待ち頂いておりました留保分の食事券につきまして、未使用が確認できましたので、

6月21日(火)に、御店ご指定の口座に振込みさせて頂きます。

ご確認いただきますよう、宜しくお願い致します。

円

Go To Eatひょうごキャンペーン事務局

お振込みのご案内

振込額 7,500

（平日10：00～17：00　土日祝祭日休み)

Go To Eat ひょうごキャンペーン　事務局
〒650-0044　兵庫県神戸市中央区東川崎町１－３－２

株式会社日本旅行　神戸支店内

E-mail：gtehyogo@nta.co.jp

TEL： 078-371-2841   FAX： 078-371-2847

　日頃よりGo To Eatひょうご事業へのご協力に厚く御礼申し上げます。

長らくお待ち頂いておりました留保分の食事券につきまして、調査の結果

すべて換金済みでしたのでご報告させて頂きます。

ご確認いただきますよう、宜しくお願い致します。

円

Go To Eatひょうごキャンペーン事務局

お振込みのご案内

振込額 0

（平日10：00～17：00　土日祝祭日休み)

過去分ですべて換金済みでしたので、ご確認ください。

Go To Eat ひょうごキャンペーン　事務局
〒650-0044　兵庫県神戸市中央区東川崎町１－３－２

株式会社日本旅行　神戸支店内

E-mail：gtehyogo@nta.co.jp

TEL： 078-371-2841   FAX： 078-371-2847

半券のみを提出された加盟店へ、未利用確認後のご案内書面

●加盟店の換金請求時

計33回の換金作業では、業務を委託した大日本印刷が加盟店からの申告枚数と実際に読

取った食事券との枚数相違や、見本券を始めとする異物混入も的確に判読した事により、総じ

て正確な支払いを履行できました。確認が必要な加盟店には事務局より都度照会した事で、

異常はＰ27で報告させて頂いた事故（3件）以外はありませんでした。

また食事券の半券（加盟店控）のみを受け取られ、本券を回収するのを忘れたとの申し出に

は、合意の下で未利用を確認するまで換金をお待ち頂き、二重払いを回避しました。

加盟店登録は2021年11月末日まででしたが、事務局管理システムに仮登録をしておけば、

以降も操作が可能な建付だったため、2022年5月15日食事券利用期限終了後になってから

加盟店コードを取得（4件、但し未承認）し、うち1店から最終回で換金請求がありました。利

用期限終了後の加盟店登録・承認・換金は公平性に欠ける事より、換金をお断りしました。

2020年10月開始当初に申込専用ハガキが貴重価値となり、フリマサイトに申込チラシが出

品されました（Ｐ37参照）。サイト運営会社への削除要請と共に、申込条件を緩和した事に

より個人間売買を防ぎました。

また、購入予約券をお持ちの利用者で、食事券の利用・停止期間が1年余に及んだ事により再発

行の申し出が一定数ありましたが、再発行は行わない告知をしている事と、声が大きい利用者のみに

配慮することは公平性に欠ける事よりお断りし、二重発行の可能性を排除しました。（Ｐ37参照）

●その他での不正防止対応
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利用者への告知5

▶利用者への告知
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①ホームページによる広報

②チラシによる広報

③報道機関等による広報

利用者・加盟店に最新情報を発信しました。
（Ｐ31～33、36、55.61・62・64・74・77・78参照）

インターネットに不慣れな利用者も購入頂けるように設定しました。
（Ｐ34参照）

神戸新聞・県庁記者クラブにご協力頂きました。
（Ｐ35・38・65・66・76参照）

▶利用者への告知

内容 ：専用ホームページは食事券のイメージに連動させたデザインとしました。

また、閲覧者が分かりやすい表示を心がけました。

掲載情報：

内容 ：発売開始前における利用者向けの食事券の事業告知、購入促進のための

チラシを作成しました。

作成部数：50,000部

仕様 ：A4サイズ フルカラー

掲載内容：

設置場所：郵便局・イオン・日本旅行など各販売所（県内76ヶ所）

販売開始前 ：

●利用者への告知方

使えるお店一覧（エリア、業種別掲載、加盟店HPへのリンク）、コールセン

ター情報、食事券購入場所・期間・方法、食事券利用可能期間、利用注

意事項等とし、加盟店情報等に変更がある場合は都度更新しました。

1年余の自粛期間中は緊急事態宣言・まん延防止等重点措置が発令さ

れる毎に、現状をご案内し、ご理解とご協力を求めました。

専用ホームページへのQRコードの掲載による加盟店舗情報、引換場所の

情報、コールセンター情報、食事券購入可能期間・方法、食事券利用可

能期間、利用諸注意事項等、並びに購入申込専用はがきを付けました。

利用者向けの事業告知、購入促進を目的とした広報を地元の神戸新聞を

始めＮＨＫ・サンテレビ、朝日新聞・読売新聞・産経新聞等に県庁記者ク

ラブ（加盟社）を通じ、最新情報の発信を節目節目で発信して頂きました。
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▶利用者への告知

●再開時は専用ホームページで利用者に分かりやすく、購入方のご案内を致しました。(一部、抜粋）

食事券のご利用期間：２０２１年１２月１日(水)～２０２２年３月２１日(月)
★ご購入いただく食事券は、有効期限が令和3年3月31日までと印字されていますが、有効期間の延長に伴い、そのままご利用頂けます。

★飲食店等での感染拡大予防対策を推進するため、「兵庫県新型コロナ対策適正店」でのご利用を県から強く要請されています。（※５）

また利用者の皆さまも同一テーブルでは4人以内、そして滞在は2時間程度以内など、基本的な感染対策にご協力をお願い致します。

★今後の感染状況（再拡大）によっては、再び食事券の販売とご利用を控えていただくようお願いすることがあります。

☞お申し込みはこちら

・2021年11月30日㈫までにお手元に届くよう、発送に努めます。

（郵便事情等により、12月1日以降に届く場合があります）

◆購入予約券の再発行は出来ませんので、引換まで大切に保管願います。

食事券への交換【１回目】２０２１年１２月１日(水)～１２月１５日(水)

　　　　　  【２回目】　２０２２年１月６日(木)～１月２０日(木)
　★各販売所の営業時間内にご購入下さい。（※4）

（このホームページ「食事券について」のページ、又はコールセンターにてご確認下さい）

①お手元に購入予約券

（ハガキ）をお持ちの皆様

②Web及びハガキ申込みで

当選された皆さま

③Webで

新規申込をお待ちの皆様

④食事券を

お手元にお持ちの皆様

・当選者のみに購入予約ハガキを発送致し

ます。

・抽選結果に関する個別のお問い合わせに

は一切お答え致しかねます。

・2021年11月8日㈪午前11時から

11月14日㈰午後23時までの間で

お申込み下さい。（※1、２、3）

2021年10月21日(木)を以て、利

用自粛の要請は解除されました。

・当選は機械による自動抽選にて行いま

す。

・食事券はお1人様2冊（代表者を含め最

大5名様10冊）までお申込み頂けます。

（1回限り）

●食事券購入申込受付の開始
当初は先着順で受付しましたが、Webはアクセスが集中しフリーズ、申込ハガキの付いたチラシ

は各所で取り合い（個々に隣人友人の分も、と多部数持ち帰り）となり、抗議が殺到した為兵
庫県より改善を求められる事態となり、コールセンター・事務局の電話もパンク状態となりました。

• 専用ホームページからハガキをダウンロードし印刷して投函して頂くことで、各地でのハガキの取り
合いによる苦情は解消しました。

• Webは事前に基本情報登録を抽選開始前でも可能としたことで、急いで登録する利用者が
大幅に減少、また、サーバー増強でスムーズに繋がるようになった事で苦情は解消しました。

• 2021年12月からの販売再開時は、一部の販売所に次回の購入申込日の書面を貼ってご
案しました。郡部では高齢の方も多く、それを写真に撮って確認されていました。

（気付き：効果的であった取組・内容）

（気付き：今後改善すべき点・内容）

• ハガキを一人で何枚も持ち帰る利用者がおり、増刷しても直ぐに在庫不足となる状態に苦慮しました。
• ハガキ・Web共に先着から抽選に変更した後も同じ利用者が何回も申込（ハガキ送付）

される状態が散見されました。（事務局で目視チェックしましたが、限界がありました。）

• Web・・・サーバーを改修（増強）し、先着順から抽選制に変更した事を告知しました。
• ハガキ・・・官製ハガキでも必要項目を記入して頂ければ受付可に変更を告知しました。

＜改善＞
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▶利用者への告知（ホームページ）

●ホームページトップ画面（イメージ）

①トップページ（総合案内）
②食事券について
③使えるお店検索
④よくある質問（利用者・加盟店それぞれ）
⑤飲食（加盟）店の皆さまのページを作り、

都度最新の情報に更新しました。

①トップページ（総合案内・使えるお店検索）

②食事券について

⑤飲食店の皆さま④よくある質問

消費者様 事業者様
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但馬

神戸 北阪神・南阪神 東播磨・北播磨

中播磨・西播磨 淡路 丹波・丹波篠山

③使えるお店検索

▶利用者への告知（ホームページ）

検 索
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▶利用者への告知（チラシ）

●「チラシ」でのご案内

食事券購入チラシ（はがき付き） （チラシ表面）

（チラシ裏面）

インターネットに不慣れな利用者向けに、「ハガキによる購入申込み」を設けました。
（50,000枚を用意し、計76ヶ所の販売所等に配布。）

（Ｐ50・51参照）
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●地元で購読者が多い神戸新聞朝刊に2020年10月22日出稿し、キャン
ペーン開始をPRしました。

▶利用者への告知（食事券ご購入方）

地元サンテレビに事務局スタッフが出演し、ＰＲしました。
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※基本情報登録＆食事券申込みサイトのイメージ

▶Web受付システム（APOLLON)

▶利用者への告知（Webからの購入申込み）

専用申込みサイトは、ホームページや
チラシ・ポスター等にＵＲＬを記載する
だけでなく、ＱＲコードから簡単にアクセ
スできるようにしました。

ご家庭のパソコンやお手持ちのスマー
トフォン・タブレット等から簡単にアクセス
して頂けるようにしました。

購入希望者は個人情報（氏名、住
所、連絡先、メールアドレス等）を登
録して頂き、購入希望冊数（お一人
最大で2冊）の申し込みをしていただ
きました。

個人情報の登録後、家族（同行
者）登録をしていただくことで、必要部
数（最大5名まで、人数×2冊）の購
入を可能としました。

また、お預かりした個人情報は厳格
な管理と運用（終了後は処分）を行
う事をトップページで利用者に告知し、
それを履行しました。

ご購入申込み後に、受付内容の確
認メールを自動送信しました。
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●申込用紙(ハガキ)の転売防止要請

開始当初は専用ハガキでのみ受付すると利

用者に案内したため、増刷を含め50,000枚

を用意したものの、専用ハガキが貴重価値と

なり、一時期、フリマサイトで転売される事態と

なりました。

事態を鑑み、運営会社への掲載中止要請

と共に、専用ハガキをダウンロードして投函でも

可（普通ハガキに必要事項を書いて投函も

可）に変更した事により、混乱は収拾しました。

▶利用者へ購入予約券（ハガキ）の送付と、申込ハガキの転売防止要請

フリマサイトで転売

●購入予約ハガキ

当選された利用希望者には注意事項を記載した購入予約券（ハガキ）を送付しました。

再開時ハガキ初期ハガキ
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▶利用者への告知(報道）

2020年10月14日（神戸新聞）

2020年10月15日（神戸新聞） 2020年11月7日（神戸新聞）
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コールセンター6

▶コールセンター
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10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

3,130件 4,083件 1,917件 773件 545件 1,912件 504件 418件 1,340件 739件

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

249件 358件 1,430件 6,858件 4,716件 2,067件 883件 2,283件 267件 242件

全期間（2020年10月～2022年5月）受電数

コールセンター受電数・お問合せ内容

2020年 2021年

2021年 2022年
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▶利用者向けコールセンター

12月8日 第3期の購入予約券が届いたが、引換は可能なのか

11/30以降引き換え可能のはずでしたが、県からの要請によ

り延期となりました。ただし予約券は引換が再開されれば使

えるようになるので大切に保管してください。また、再開に

ついてはＨＰをご確認ください。

38

12月8日
購入予約券の販売期間や、食事券の使用期限は延長されるの

か

今のところ延長は決まっておりません。期間の変更があれば

ＨＰで発表されるので、またご確認ください。
1

12月8日 引換えハガキが届いたけど、再開は？ 11/30からの販売は一時保留 6

12月8日
HPの表示がわかりにくいのでもっとわかりやすく掲示して

ほしい。お知らせ欄では無く、トップページに。
1

12月8日 いつ引き換え再開？ 未定 10

●
利
用
者
か
ら
の
お
問
い
合
わ
せ
（
一
例
）

●利用者向けコールセンターの設置（2020年10/14～2022年5/31）

兵庫県からの強い要請により、予定より1ヶ月前倒しでのキャンペーンスタートとなったため、利

用者向けコールセンターの設営が整うまで事務局で応対しました。

2020年10月14日より利用者向けコールセンターとしてフリーダイヤル５回線にて始動しました。

販売停止・利用自粛期間（約1年）は回線（スタッフも）を縮小し経費抑制に努めました。

スタッフ数：最大10名（電話回線も混乱期は最大7回線まで拡大して対応）

• 加盟店と利用者のコールセンターを別にしたので、問合せに対する応答がスムーズでした。

• 基本的に利用者対応はコールセンターが完結してくれたので、事務局業務に専念できました。

（気付き：効果的であった取組・内容）

（気付き：今後改善すべき点・内容）

• コールセンターがなかなか繋がらないと事務局に電話される利用者が居りました。開始直後は

問合せが必然的に多くなることを予想し、更に回線を増やせば良かったと思いましたが、経費面

で限度もあり、一部の利用者にはご迷惑をお掛けしました。

• コールセンターで解決しない利用者は事務局で受けざるを得ず、年配の利用者を中心に時間

と労力を要しました。理不尽な要求をされる利用者対策をもっと共有すべきでした。
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▶利用者向けコールセンター（初期）

①キャンペーン開始～食事券の販売停止まで（2020年10月～11月）

新規申込方法 2730

引き換え 1008

当選結果 345

購入枚数 317

予約券が届かない 315

予約確認 262

利用可能店舗 257

操作方法 247

ハガキ申込 208

ご意見 393

その他 1131

合計 7213
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2020年10月～11月受電数単位：回

新規申込方法

38%

引き換え

14%
当選結果

5%

購入枚数

4%

予約券が届かない

4%

予約確認

4%

利用可能店舗

4%

操作方法

3%

ハガキ申込

3%
ご意見

5%

その他

16%

2020年10月～11月お問い合わせ内容

新規申込方法

引き換え

当選結果

購入枚数

予約券が届かない

予約確認

利用可能店舗

操作方法

ハガキ申込

ご意見

その他

■利用者からのご意見（抜粋）

・インターネットが使えない人はGo To Eatに申し込めないのか。

専用はがきでの申込も配布開始15分で終了した、お年寄りや平日

仕事をしている者にとって不公平ではないか。

・新規購入の際、（先着申込のため）ネットが繋がらなかった。

・使えるお店の公表が食事券申し込み後(10月29日)では遅すぎる。

・神戸市灘区に食事券販売所の設置がないため不便だ。

・食事券の販売を知らなかった。周知してないのはおかしい。
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▶利用者向けコールセンター（停止・自粛期間）

②食事券の販売停止・利用自粛期間（2020年12月～2021年10月）

再開時期 3082

利用期限 3029

引き換え 2202

新規申込方法 521

飲食店より 321

利用自粛 151

再発行 70

延期について 66

購入枚数 54

利用可能店舗 43

ご意見 379

その他 267

合計 10185
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2020年12月～2021年10月受電数

再開時期

30%

利用期限

30%
引き換え

22%

新規申込方法

5%
飲食店より

3%

利用自粛

1%

再発行

1%

延期について

1%

購入枚数

0%

利用可能店舗

0%
ご意見

4%
その他

3%

2020年12月～2021年10月お問い合わせ内容

再開時期

利用期限

引き換え

新規申込方法

飲食店より

利用自粛

再発行

延期について

購入枚数

利用可能店舗

ご意見

その他

■利用者からのご意見（抜粋）

・キャンペーンに参加しているお店に行ったのに自粛期間中のため利用で

きないと言われた。

・有効期限が延長になっているにも関わらず、お店側に周知されていない

ため、数店舗で食事券の利用を断られた。どうしてくれるのか。

・食事券の販売が再開した際にはHPだけでなく、メールやはがきで再開し

たことを告知してほしい。HPを毎日見るわけにいかない。

・購入予約券を持っていても引き換えがまだなのに食事券を持っている人

が利用できるのは不公平だ。

・緊急事態宣言が解除されたのに、まだ再開しないのか。

単位：回
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▶利用者向けコールセンター（再開時）

③食事券の販売再開～キャンペン終了まで（2021年11月～2022年5月）

利用期限 6737

引き換え 3193

新規申込方法 1661

購入枚数 1002

操作方法 852

販売場所 765

飲食店より 342

利用可能店舗 305

再開時期 283

再発行 278

ご意見 601

その他 1297

合計 17316
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2021年11月～2022年5月受電数

利用期限

39%

引き換え

18%

新規申込方法

10%

購入枚数

6%

操作方法

5%
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飲食店より

2%
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2%
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7%

2021年11月～2022年5月お問い合わせ内容

利用期限

引き換え

新規申込方法

購入枚数

操作方法

販売場所

飲食店より

利用可能店舗

再開時期

再発行

ご意見

その他

■利用者からのご意見（抜粋）

・飲食店で食事券の券面に有効期間が令和3年3月になっているので

使えないと言われた。

・HPにある「使えるお店検索」が検索しづらい。

・支払いの際、食事券の冊子をお店の方に渡すのではなく客側がちぎっ

て渡すようにルールを変更してほしい。

・ハガキで申込んだが延長になった事を知らなかった、ハガキにてお知

らせすべき。

・期限延長についての告知が不十分ではないか？

年寄はネットを見ないので県や市の広報などでも告知して欲しい。

単位：回
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電話
受付日

項目
処理
確認

申請受付
番号 内容 備考

3/22 その他 済 5396
休業中と使える店検索で入力されており現状伺った所ｽﾀｯﾌの人数が集まらず
まだ休業中。再開は未定。

再開されたらﾒ-ﾙでもいいので教えてほしいと依頼済

3/22 その他 済 9338 まん防は明けたが、まだ感染者が出ている中で続けるのが怖いため辞退 非承認変更済み

3/22 換金 済 4841
2/28に間に合うように送ったのに3/22振込されていない。到着日を確認してほ
しい。それを見込んで仕入れ等しているので困る。
消印も調べてほしい

3/1着、393枚 4/6振込予定 ⇒ 換金伝票
2/26記入、消印2/27、3/1着の為4/6振込予定
です。

3/23 その他 済 970 取消依頼のTELあり 非承認変更済み

3/23 その他 済 5092
メールアドレス変更
新しいアドレスわかればメール送信予定

ay12261@hal.ne.jp→ootasou@outlook.jp
変更
迷惑メールにはいっていたため3/28に変更

3/24 その他 済 5817 事業譲渡後、口座（現在未定）変更手続きはどうしたらいいですか
変更する口座、その他変更する内容が決定したら、
ﾒｰﾙで変更内容を送ってくださいと案内済

3/24 その他 済 1424 箱で送る時用のゆうパック着払い伝票を送付してもらいたい 普通郵便にて3枚送付済

●加盟店からの問い合わせは事務局で対応しました。

▶加盟店向けコールセンター

◆初回加盟店登録時問い合わせ
①申請方法 ・・・ 50％
②食事券の利用方法 ・・・ 25％
③スターターキットの送付時期 ・・・ 15％
その他 ・・・ 10％（換金方法、換金スケジュール等）

◆通常問合せ
①食事券の到着確認 ・・・ 40％
②換金用キット到着確認や再送依頼 ・・・ 35％
③まん延防止・緊急事態宣言中の対応（利用できるか・延長の確認等） ・・・15％
その他 ・・・ 10％（半券のみ受取時の処理方法・振込確認等）

●加盟店向けコールセンター(事務局)の立ち上げ（2020年10月1日～2022年6月30日）

当初計画より１カ月前倒し(大阪に遅れることなく実施したいと当時の知事から要請)となり、

準備が整っていない状態を分かっていながらスタートしたため、スタート時はシステム構築を含めか

なり混乱がありました。

• 事務局電話対応スタッフを確保し、対応がおろそかにならないよう気を付けました。

• 勉強会や販売所・事業者に送付するキットなどを実際に目視で確認したことで、全体の流れを

全員が早期に理解することが出来ました。

（気付き：効果的であった取組・内容）

（気付き：今後改善すべき点・内容）

• 突貫工事でスタートした事により、準備時間がほとんどなく、知識不足や未決定の項目があった

中で加盟店対応を強いられ、当初はスタッフも疲労困憊でした。

• 加盟店からの問い合わせは以下の内容が大半であり、専用ホームページＱ＆Ａでの最新情

報の発信（継続力）と、事務局スタッフの情報共有（対応力強化）が課題でした。
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食事券販売所７

▶食事券販売所
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▶食事券販売所

販売所マニュアル訂正

●食事券販売所の選定・交渉
当初は兵庫県内の特に山間部やコンビニのない地域、また高齢者の多い地域等でも平等に

ご購入いただけるよう、郵便局での販売をメインとして検討していました。

しかしながら郵便局は土日祝日は閉まっており、またお仕事をされている利用者は昼間の立ち

寄りが難かしいことから、道の駅やイオン店舗等にも協力を依頼し、販促物の定期的作成や注

意事項の共有・周知徹底を条件にご協力頂きました。

更に駅構内にある弊社店舗も利便性で有効と判断、これにより県内全域を幅広く網羅でき、

くまなく食事券の販売・引換ができる体制を整えました。

• 販売・利用期間の詳細、問合せ先などを記載したポスタ－を掲示することで、利用者が販売

所に質問される頻度が減り、またコロナ感染症拡大防止策にもなりました。

• 引換が多い販売所には入口・出口がわかるよう看板や誘導者を配置し、販売をスム－ズに行

えるよう工夫しました。

• 販売所への食事券送付はゆうパックセキュリティ－便を利用し、間際の場合は直接事務局ス

タッフが複数で持参するなど、紛失や盗難の問題が発生しない万全の体制をとりました。

（気付き：効果的であった取組・内容）

（気付き：今後改善すべき点・内容）

• 販売所によっては行列ができるところと、全く混雑しないところに「二極化」しました。イオンは販

売スペースが広く混雑しても対応できましたが、日本旅行三ノ宮支店は店舗が駅構内で待機

スペースが狭く、販売時間前から外に多くの行列ができ、駅にご迷惑をお掛けしました。（対策

として初回のみ日本旅行三ノ宮支店周辺に特設販売所を設けました。）
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日本旅行
TiS三ノ宮支店
入口の行列

イオンUmie店

▶食事券販売所

イオン加古川店

兵庫県制作販売時配布物

兵庫県からも再開時は認証店が利用

条件ですとの案内ちらしを販売所に配布
して頂きました。
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販売所掲示ポスター（道の駅持参用）販売所掲示ポスター 販売所掲示ポスター（延長暫定用）

※須磨パティオ

※アステ川西

日本旅行主要店舗の一部閉店により、再開時は

初期にご案内していたショッピングモール内に臨時

販売所を設け、利用者の利便性を確保しました。

（対象:以下4店）

アステ川西、須磨パティオ、イオン宝塚中山、イオ

ン西神中央⇒事務局で販売所を運営しました。

▶食事券販売所

有効期間が2021年3月31日までと印字されていた
食事券を最後まで利用したため、最新の有効期間入
りの小チラシを作って利用者に配布（案内）しました。
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▶食事券販売所

スタート時に告知していた
販売所が再開時増改築で
利用できなくなったため、引
換場所として希望されてい
た利用者全員にこのハガキ
をお送りしました。（382
通）

日本旅行主要店舗閉店4店の代わりとなる臨時販売所のご案内は、
専用ホームページと共に、再開時に送付した「食事券購入予約券」にも
印字し、混乱を極力抑えるように努めました。

関連：Ｐ37
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●販売所の分布図 （76ヶ所、兵庫「五国」を網羅しました）

▶食事券販売所
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食事券

●食事券の販売所（76箇所）

エリア 販売所No 店舗名 エリア 販売所No 店舗名

神戸 1
日本旅行リテイリング須磨パティオ支店

【閉店のため代替販売所あり】
播磨 39 イオン姫路リバーシティー店

神戸 2 日本旅行TiS三ノ宮支店 播磨 40 イオン社店

神戸 3
日本旅行リテイリング西神中央支店

【閉店のため代替販売所あり】
播磨 41 イオン高砂店

神戸 4 イオン神戸北店 播磨 42 イオン姫路大津店

神戸 5 イオンつくしが丘店 播磨 43 イオン加西北条店

神戸 6 イオンスタイル神戸南 播磨 44 イオン竜野店

神戸 7 イオンスタイルｕｍｉｅ 播磨 45 西脇郵便局

神戸 8 イオンジェームス山店 播磨 46 佐用郵便局

神戸 9 イオン垂水店 播磨 47 上郡郵便局

神戸 10 イオン藤原台店 播磨 48 神崎郵便局

阪神 11 日本旅行リテイリング尼崎キューズモール支店 播磨 49 市川郵便局

阪神 12
日本旅行リテイリング川西アステ支店

【閉店のため代替販売所あり】
播磨 50 福崎郵便局

阪神 13
日本旅行リテイリング宝塚中山支店

【閉店のため代替販売所あり】
播磨 51 中町郵便局

阪神 14 イオン猪名川店 播磨 52 稲美郵便局

阪神 15 イオンスタイル伊丹昆陽 播磨 53 播磨本荘郵便局

阪神 16 イオンスタイル伊丹 播磨 54 道の駅 宿場町ひらふく

阪神 17 イオン尼崎店 播磨 55 道の駅 山田錦発祥のまち・多可

阪神 18 イオン三田ウッディタウン店 播磨 56 道の駅 銀の馬車道 神河

阪神 19 イオン西宮店 播磨 57 道の駅 はが

阪神 20 イオン三田店 播磨 58 道の駅 みなみ波賀

阪神 21 イオンスタイル甲子園 播磨 73 道の駅 北はりまエコミュージアム

阪神 22 芦屋郵便局 播磨 75 マックスバリュイオンタウン太子店

淡路 23 淡路市商工会 播磨 76 マックスバリュ相生南店

淡路 24 イオンスタイル洲本 丹波 59 篠山郵便局

淡路 25 イオン南淡路店 丹波 60 柏原郵便局

淡路 26 イオン淡路店 丹波 61 JA丹波ささやま 特産館ささやま

播磨 27 日本旅行TiS明石支店 丹波 62
道の駅 丹波おばあちゃんの里

【整備工事中】別の販売所を利用下さい

播磨 28 日本旅行リテイリングTiS加古川支店 丹波 74 たんば商業協同組合

播磨 29 日本旅行TiS姫路支店 但馬 63 イオン和田山店

播磨 30 イオン三木青山店 但馬 64 豊岡郵便局

播磨 31 イオン明石店 但馬 65 八鹿郵便局

播磨 32 イオン加古川店 但馬 66 浜坂郵便局

播磨 33 イオン姫路店 但馬 67 香住郵便局

播磨 34 イオン小野店 但馬 68 道の駅 神鍋高原

播磨 35 イオン赤穂店 但馬 69 道の駅 村岡ファームガーデン

播磨 36 イオン土山店 但馬 70 道の駅 やぶCOINOBA VILLAGE

播磨 37 イオン山崎店 但馬 71 道の駅 ようか但馬蔵

播磨 38 イオン三木店 但馬 72 道の駅 山陰海岸ジオパーク浜坂の郷

▶食事券販売所



ー52ー

●再開時は1年お待たせしたので、再開を強調する告知を行いました。

▶食事券販売所
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▶感染対策

感染対策8



ー54ー

総人通達第 22007 号 

2 0 2 2 年 1 月 6 日 

本社各部・室長、各営業本部長殿・各事業部長、各箇所長殿 

グループ各社社長殿 

新型コロナウイルス 

対 策 本 部 長  

 

 

感染状況を踏まえた当社の対応について 

 標記について、昨年末（12月 23日）に「忘新年会等は慎重に対応し、クラスターの発生回避に努めること」と

注意喚起したが、政府が沖縄と広島県の全域、山口県の岩国市などの一部にまん延防止等重点措置を適用する方

針を固めた他、緊急事態宣言等が発令されてもワクチン接種などを条件に行動制限を緩和する「ワクチン・検査

パッケージ制度」についても、自治体の判断で制限できるよう検討が進められるなど、感染が急拡大している。 

 ついては、新年会等はこれまで以上に慎重に対応し、クラスターの発生回避に努めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 

１．日々の業務における取組（変更なし） 

（１）「無理をしない」「無理をさせない」職場環境づくり 

勤務中においても体調に異変を感じたら、上長に報告し帰宅すること（状況により病院に向かう） 

二次感染、クラスター（集団感染）発生を防ぐためにも、社員一人ひとりの意識付けが重要 

（２）毎朝の検温、他症状の有無確認（咳、味覚障害、痰、鼻づまり、悪寒、だるさ、喉の痛み、頭痛等） 

（３）マスクの着用、咳エチケット 

食事中等マスクを外す場面では、距離を取り（２ｍ、最低でも１ｍ）、会話を控える、時間をずらし

密にならないようにする等、特に注意が必要。 

・マスクを外す場面（例）：食事中、休憩中、喫煙中、歯磨き中、化粧中 等 

（４）定期的な手洗い、手指の消毒、物品の消毒 

共有する場所や備品等の定期的な清掃・消毒（当番を決める、使用者が清掃・消毒する等） 

（５）ソーシャルディスタンスの確保、「ゼロ密（１つでも密を避ける）」等、基本対策の徹底 

・取組例：席配置の工夫、会議や打合せ等での工夫 

（６）COCOA（新型コロナウイルス接触確認アプリ）のインストール 

GoToトラベル事業を担う事業者、また、自治体や防衛省等のワクチン接種事業受託事業者として、

感染拡大防止を図るためにも COCOAをインストールし、活用願います。 

２．出張、集合会議、集合研修等における取組（変更なし） 

・経費削減の観点も踏まえ引き続き原則禁止とし、実施する場合はＷｅｂでの実施を基本とすること 

・やむなく集合会議等を実施する場合は参加人数を最小限とし、感染対策を厳重に行うこと 

３．会食等（12/23から変更なし） 

・歓送迎会や季節的な行事等を含め、これまで以上に慎重に対応すること（国や都道府県、市区町村のルー

ル等が見直されることもあるので、最新情報を確認すること）。 

以上 

 

 

 

新型コロナウイルス対策本部会議事務局 

総務人事部：若松、齋藤 

JR：057-3858、TEL：03―6895‐7800 

事務局・利用者コールセンターは日本旅行の指示に基づき、従業員の感染防止に努めました。
また各販売所には同様の対応を要請し協力いただくと共に、消毒液とパーテーション類を配
布し、食事券の購入に来られる利用者に安心感を提供しました。
加盟店には加盟の条件として感染予防対策を整える事に同意いただき、再開時は兵庫県の

認証店が加盟の必須条件となりました。

▶感染対策
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●ホームページに加盟条件を掲載し、利用者に安心感を与えるようにしました。

●兵庫県のホームページ掲載情報を専用ホームページで利用者に告知しました。

▶感染対策
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●加盟店から従業員の感染報告があった際は、速やかに農林水産省に報告
しました。（延べ117回）

▶感染対策

●兵庫県も再開時のご利用にあたり、認証店利用を条件とされました。

兵庫県制作販売時配布物
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▶販売停止期間・利用自粛期間

販売停止
・

利用自粛期間

9
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▶販売停止・利用自粛期間

●販売停止(利用自粛)期間が1年に及びました。

停止期間中は換金業務と共に、主に阪神地区の加盟店に状況説明を兼ねた訪問を行い、

加盟店の不安感の解消に努めました。また反面、業務量は縮小していたので雇用調整助成金

を活用し、スタッフを月ごとで調整するなど、長期延長にかかる全体の費用を抑制しました。

加盟店にはメールでの状況報告、そして兵庫県とは再開に向けた意見交換を継続して行いました。

• 加盟店訪問ではGo To Eatポスタ－・ステッカ－・感染防止対策ポスタ－・新型コロナ追跡シ

ステムQRコ－ドの掲示チェックと共に、店舗入口や手洗い場所に手指消毒用に消毒液が用

意されているか、また店内の適切な換気設備状況、座席配置・テ－ブル間をパーテーションで

区切られているか等を確認しました。（自発的な取り組みとし2021年1月から4月まで実施）

• ホームページ・一斉メール・FAX・郵送でまん延防止・緊急事態宣言中の対応など状況を加盟

店へ節目で発信しました。

• 自粛期間中に食事券を利用される方への注意事項として、諸事情で加盟店が休業している

可能性もある事など、利用者自らも状況をホームページやコールセンターで確認するよう発信し

たことで、食事券を利用出来なかったとの苦情は減少しました。

（気付き：効果的であった取組・内容）

（気付き：今後改善すべき点・内容）

• 停止期間が長期に及び、先行きが見えなかった事もあり、利用者や加盟店から情報が少な

い、早く再開しろとのご意見が頂点に達し、全体でイライラ感が漂う停止期間でした。

• 加盟店は換金に要する手間以外はリスクが無いので、経営者・金融情報の変更や臨時休業

する旨等の事務局連絡を放置されるなど、無責任な姿勢の加盟店が散見されました。

• 加盟にあたり、多少なりともデポジット等を設定すれば「責任」という面で効果があったと思います。

• まん延防止や緊急事態発出の際、自粛要請とは食事券が使えないと解釈された加盟店・利

用者が居られ、自粛を要請しているが利用はできる説明を明確に示すべきでした。

• 無断で利用を断っていると通報があった加盟店には速やかに連絡をとり、事情聴取と加盟店登

録継続の意向を確認し、一部の加盟店は登録を取り消しました。

• 専用ホームページでは緊急事態宣言・まん延防止等重点措置発出の度に兵庫県の見解を

伺いながら状況を説明しましたが、「再開はもう暫くお待ち下さい」としか言えない日々が続き、

ご理解頂ける発信に限界があったのが課題です。

• 食事券の販売・利用を停止した際、引換えもできなくなり、食事券を持っている利用者は使え

る状況に不公平だとの声が多かったです。感染急拡大で仕方なかった状況でしたが、例えば停

止後に一定の引換期間があれば、苦情は緩和できたのではないかと思います。
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●緊急事態宣言・まん延防止等重点措置に翻弄された期間でした。

（産経新聞 2021年4月3日）

（産経新聞 2021年12月30日）

▶販売停止・利用自粛期間
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事務局スタッフが「訪問シート」を持って加盟店を訪問しました（参照Ｐ58）

▶販売停止・利用自粛期間

実際に訪問した加盟店
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●専用ホームページの「お知らせ」画面で現状を逐次発信しました。

2021年5月7日発信分

▶販売停止・利用自粛期間
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2021年10月1日発信分

▶販売停止・利用自粛期間
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約1年食事券の販売（引換）の停止とご利用の自粛をお願いした事で、以下
の記事が新聞に掲載されました。 兵庫県と再開の時期について協議を重ね、現況
を専用ホームページで発信し、ご理解を求めました。

（神戸新聞 2021年10月7日付）

▶販売停止・利用自粛期間
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2020年10月時の現況説明

▶販売停止・利用自粛期間
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●待ちに待った再開（2021年10月22日から利用自粛の解除）

（産経新聞 2021年10月20日付）

（神戸新聞 2021年10月20日付）

▶販売停止・利用自粛期間
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●再開する情報を報道機関に発信して頂きました。

2021年12月2日（神戸新聞）

2021年11月23日（神戸新聞） 2021年11月23日（朝日新聞）

2022年3月4日（神戸新聞NEXT）

（2021年11月9日 号外NET）

▶販売停止・利用自粛期間
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▶食事券の廃棄

食事券の廃棄10
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●2022年2月22日未利用食事券を事務局スタッフ立ち合いの下で全て廃棄
（溶解）しました。

大阪北郵便局から搬出

破砕☛溶解

▶食事券の廃棄（未利用分）

引換していただけなかった及び減冊購入（Ｐ79で説明）
による、残240,384冊を廃棄（溶解）しました。
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●実績確認監査等事業者（EY社）による審査を経て、整合性確認終了の
段階で5回に分けて廃棄しました。（事務局スタッフが立ち会いました）

▶食事券の廃棄（利用分）

第3回目の廃棄証明書

回数 データ納品日 振込日 依頼軒数 依頼額（円） 廃棄日

6回目 2月26日 3月5日 2,106 131,523,500円

7回目 3月11日 3月18日 1,410 73,773,500円

8回目 3月24日 3月31日 2,308 102,351,000円

9回目 4月7日 4月14日 1,611 73,343,000円

10回目 4月21日 4月28日 2,248 96,060,500円

11回目 5月11日 5月18日 2,197 86,961,000円

12回目 5月24日 5月31日 1,769 49,349,000円

13回目 6月2日 6月9日 1,384 35,653,500円

14回目 6月16日 6月23日 971 22,525,500円

15回目 6月30日 7月7日 1,825 38,753,500円

16回目 7月21日 7月28日 1,661 39,280,000円

件数は無視⇒ 32,812 1,946,941,000円 3,893,882

17回目 8月20日 8月27日 3,118 69,954,500円

19回目 9月22日 9月29日 2,476 42,120,500円

21回目 10月20日 10月27日 1,483 19,001,000円

23回目 12月8日 12月8日 2,532 30,037,000円

24回目 12月23日 12月27日 1,543 23,080,500円

件数は無視⇒ 11,152 184,193,500円 368,387

25回目 1月14日 1月21日 1,976 127,628,000円

26回目 1月24日 1月31日 2,745 341,488,000円

27回目 2月4日 2月10日 4,132 700,426,000円

28回目 2月14日 2月21日 1,681 267,854,500円

件数は無視⇒ 10,534 1,437,396,500円 2,874,793

29回目 3月1日 3月8日 3,504 660,624,000円

30回目 3月15日 3月22日 3,117 522,270,500円

31回目 3月30日 4月6日 3,684 575,682,500円

32回目 4月20日 4月26日 4,113 547,155,500円

-289,000円

件数は無視⇒ 14,418 2,305,443,500円 4,610,887

33回目 5月10日 5月17日 2,620 310,960,000円

34回目 5月25日 6月3日 2,869 204,598,000円

35回目 6月15日 6月21日 7,537 546,826,500円

臨時便 6月24日 7 567,500円

件数は無視⇒ 143,321 1,062,952,000円 2,125,904

13,873,853

6,936,926,500円 総振込額（ＥＹ監査額と一致）

第5回目

令和4年7月7日(木)

Go To Eat 食事券廃棄スケジュール（兵庫）

第１回目

令和３年１１月１９日(金)

第２回目

令和４年４月１日(金)

第３回目

令和４年５月１８日(水)

第4回目

令和4年６月17日(金)

枚

枚

枚

枚

枚
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▶実績確認監査等事業者および相談窓口・申請案内等事業者との連携

実績確認監査等事業者
および

相談窓口・申請案内等
事業者との連携

11
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販売店名 販売日の集計対象期間(From) 販売日の集計対象期間(To) 券額面 販売枚数 販売額集計

日本旅行リテイリング須磨パティオ支店 20211216 20220123 12500 2796 34,950,000

日本旅行TiS三ノ宮支店 20211216 20220123 12500 9115 113,937,500

日本旅行リテイリング西神中央支店 20211216 20220123 12500 3049 38,112,500

イオン神戸北店 20211216 20220123 12500 1180 14,750,000

イオンつくしが丘店 20211216 20220123 12500 1176 14,700,000

イオンスタイル神戸南 20211216 20220123 12500 3524 44,050,000

イオンスタイルｕｍｉｅ 20211216 20220123 12500 4403 55,037,500

飲食店名 食事券回収日 券額面 回収枚数 回収額集計

カタシマ本店　 20211223 500 47 23,500

肉料理かやま　 20211223 500 33 16,500

肉料理かやま　 20211223 500 15 7,500

カタシマ丹波店　 20211223 500 44 22,000

カタシマ豊岡店　 20211223 500 35 17,500

株式会社レストラン大公　 20211223 500 65 32,500

茶房　夢屋　 20211223 500 1 500

実績確認監査等事業者（EY社）には
①週間販売実績報告
②月次販売実績報告
③実績報告データの整合確認
④集合型商業施設のテナント毎明細

を期限日までに遅延なく報告しました。
＜2022年7月11日にて全て終了＞

報
告
内
容
の
一
例

▶実績確認監査等事業者対応

項番 飲食店名 回収金額 支払金額 差額 推測される原因 修正内容（事業者様回答）

1 ●●●●● 150,500 199,500 -49,000 調査を実施しましたが、原因が不明でした。 回収情報49000円が「●●●」となっていたので、20220328_006で「●●●」に修正しました。

2 ●●●●● 0 112,500 -112,500
「●●●●●」との飲食店名の表記ゆれが要因として推測されます。

同一飲食店であれば、EYにて対応いたしますので、その旨ご教示お願い致します。
「表記ゆれ」です。20220427_004の回収情報で修正しました。

3 ●●●●● 58,500 91,000 -32,500 調査を実施しましたが、原因が不明でした。
回収情報の32500円が「●●●●●」となっていたので、20220328_006で「●●●●●」に修正しまし

た。

4 ●●●●● 0 108,500 -108,500
「●●●●●」との飲食店名の表記ゆれが要因として推測されます。

同一飲食店であれば、EYにて対応いたしますので、その旨ご教示お願い致します。
「表記ゆれ」です。20220427_004回収情報で修正しました。

不整合が発生している飲食店リスト

2022/5/12 記載
不整合が発生している飲食店の一覧を下記緑の表に記載しました。
飲食店名の表記ゆれ、もしくは不整合の原因が不明の飲食店になります。

代金支払日 飲食店名 飲食店への代金支払額 回収日(From) 回収日(To)

20211227 カタシマ本店 23,500                                   20211101 20211223

20211227 肉料理かやま 16,500                                   20211101 20211223

20211227 肉料理かやま 7,500                                     20211101 20211223

20211227 カタシマ丹波店 22,000                                   20211101 20211223

20211227 カタシマ豊岡店 17,500                                   20211101 20211223

20211227 株式会社レストラン大公 32,500                                   20211101 20211223

食事券販売報告

食事券回収報告

支払報告

実績確認監査等事業者からの照会（例）
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▶相談窓口・申請案内等事業者が設けた事務局との連携

相談窓口・申請案内等事業者が設けた事務局との連携は、毎週月曜日に前週の新規登録店
情報を週次報告として

・通番（整理番号）
・郵便番号
・住所
・店名
・電話番号

をデータで提供、相談窓口・申請案内事務局はこのリストに基づき、新規加盟店に以下の啓発
物を送付して頂きました。

・コロナ接触確認アプリ（COCOA）告知チラシ、及び利用者向けＱ＆Ａ
・COCOAインストール促進ステッカー（ＱＲコード入り）
・外食するときのお願いポスター（農林水産省・厚生労働省・消費者庁連名）
・感染症対策宣言ポスター（6バージョン）

送付と共に、事務局では専用ホームページにこの啓発物をダウンロードできるように貼り付け、加
盟店の活用促進（利便性の向上）を図りました。
また、休業等で啓発物が返却されてきたと相談があった際は、事務局で照会を行い、相互で正

しい現況（住所移転、店名変更、休業・廃業等）を共有しました。
加えて、Go To Eatひょうごキャンペーンに参加を希望される飲食店の情報を相談窓口・申請

案内等事業者が設けた事務局から提供いただく事もあり、広報業務での連携に協力しました。
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▶食事券の販売再開・所感

食事券の販売再開
・

所感
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●加盟店なのに「使えないと言われた」とのご意見を頂きました。

●利用者から指摘があった加盟店には即指導、ホームページで利用者・加盟店
（一斉メールでも発信）共に注意喚起を発信しました。

▶食事券の販売再開 （利用者からの御意見）

（朝日新聞 2021年12月29日付）

重要なお知らせ 12月7日NEW
【GoToEatひょうごキャンペーンへの参加を中止される飲食店さまにお願い】

食事券を購入された消費者さまから「使えるお店検索で表示されるのに食事券が使えな

かった」とお叱りのお電話をいただいております。当キャンペーンへの参加を中止される飲食

店さまは必ず事務局にご連絡お願いいたします。

飲食店さま自らが登録された情報は、その飲食店さまより中止のご連絡をいただかないと、

事務局では確認する手段がありません。

無連絡のままですと「使えるお店」として掲載が継続され、消費者の皆さまに多大なご迷惑

をお掛けしますので、責任あるご対応（事務局への連絡）をお願いいたします。

【消費者の皆さま、食事券ご利用時のお願い】
諸般の事情で事務局に連絡をされないまま、休業や食事券の利用を停止されている飲食

店さまがございます。ご利用の際は、事前に電話で飲食店さまにご確認いただいたり、入

店時に利用の可否をご確認いただくなど、快適なご利用に消費者様のご理解とご協力を

お願い致します。

【加盟店への一斉メール】
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▶食事券の販売再開 （利用期間延長の発表）

●専用ホームページでのご案内と共に、利用者・加盟店ともに（アドレス登録者には）
一斉メールを節目ごとに発信し、周知徹底を図りました。

利用者向け（一例）

加盟店向け（一例）
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●2022年3月21日までの利用期間が、5月15日まで延長の際の記事です。

▶食事券の販売再開（利用期間延長の報道）
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●2022年3月18日、5月15日まで食事券のご利用可能期間の延長を発表しました。

▶食事券の販売再開 （利用期間延長の発表）
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2022年5月15日（日）食事券の利用が終了しましたので、利用者及
び加盟店に終了のお知らせと、キャンペーンご協力への御礼をホームペー
ジに掲載しました。
また利用者コールセンターは5月31日(火)まで、加盟店対応は6月30日
(木)にて終了するご案内も告知させていただきました。

▶食事券の販売再開（利用期間終了のお知らせ）
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▶所 感

コロナウイルス感染症の感染拡大に振り回され、加盟店・利用者への都度最新の情報発信を心

がけましたが、伝える・伝わる事の難しさを痛感した業務でした。2021 年 3 月 31 日にて食事券

の利用を終了する計画が結果として 2022 年 5 月 15 日まで延長となり、度重なる混乱の中で様々

なご意見を頂戴し、正確な情報を如何に周知徹底できたか自問自答しています。 

 

混乱がやっと収まり 2021 年 12 月 1 日から食事券の販売（引換）が再開しましたが、2020 年

11 月時の販売（引換）停止時に当選された利用者へ引換券の送付も出来なかったため、再開時に

当落を不安視された利用者が新たに申込みをされた事により二重の引換券が発送されてしまいま

した。 

また、再開時は止む無く食事券の利用期間を 12 月 1 日から 15 日までとご案内したことで、購

入希望冊数を減冊して購入される利用者（買い控え）が多発し、結果として 24 万冊の食事券を引

換えして頂けませんでした。そういった利用者動向を予測できなかった課題があった一方、買い

控え等を見越し 80 万冊以上の引換券を発行（送付）した場合のリスクとの狭間で悩みました。こ

の 24 万冊の再販売も検討しましたが、これ以上事業を延長しても効果は薄い（加盟店も利用者も

熱が冷めている雰囲気を感じました）と判断し、処分する方を選択しました。 

 

兵庫県事務局は食事券の購入を Web とハガキによる申込みの併用で利用者にご案内した事に

より、インターネット環境に不慣れな利用者にも支持を得ましたが、ハガキ申込みを初期のみに

限定としたため、再開時はご年配の利用者を主に、不公平だとの声が上がりました。 

また、2020 年販売（引換）停止時の引換券をお持ちの利用者が再開情報をご存知なく、把握され

た時には既に販売（引換）が終了していたなど、最新情報を専用ホームページや報道機関にご協

力頂き発信したものの、インターネット環境に不慣れ及び情報に関心がない利用者への対応が課

題でした。 

総じて、こうした利用者からのご不満のご意見が多く、事業目的から逸脱した理不尽な要求に閉

口した日もありましたが、販売（引換）の停止と利用自粛期間の長期化に由るものと思っていま

す。 

 

コロナウイルス感染症の感染拡大による営業時間の短縮等により困窮する飲食店をこのキャン

ペーンで支えるのが事業の目的でしたが、利用傾向が特徴ある加盟店に偏った事により、加盟店

全てがキャンペーンの恩恵を授かったとは言い難く、また自らの集客努力は疎かで受け身の姿勢

の加盟店も散見されました。しかしながら、このキャンペーンが無かったら県下の飲食店は疲弊

する一方でしたので、総じてこの事業は有効で、加盟店は感謝されていると認識しています。 

 

最後に、余剰金 46,608,800 円の使途につきましては、兵庫県担当者と協議しながら、余剰金額

が確定した後に適切に執行いたします。 

 

事業の延長が繰り返され、事務局として対応に苦慮する日々が続きましたが、農林水産省及び

兵庫県のタイムリー且つ丁寧なご支援、そして加盟店・利用者の皆さまのご理解とご協力を得な

がら無事にこの事業を終了する事が出来ました。 

ありがとうございました。 



株式会社日本旅行 神戸支店


